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研究成果の概要：

高精度のガラス線量計およびミニチュアTLD線量計を基準照射により選択した。モンテカル

ロ計算によるTr-192線源の再現を行った｡骨盤部組織内照射66人生004か所のガラス線量計に

よる測定の結果、計算装置の計算値に対して9節+-2節であり、直腸壁では99%+-20凱尿道では

96%+-26%、ターゲットでは91‰+-節、外燈皮膚では125%+-32%という結果を得た。これらから、
直腸、尿道というリスク臓器は、ターゲットやアプリケータと独立した勤きが原国で約20%の

ばらつきが生じることを明らかにした。ターゲットの計算線量はばらつきが8%と少ないものの、

一節というずれは市販計画装置に不均質補正が組み込まれていないことが原因であることを明

らかにした。これらは国際詰、国際学会で発表した。乳房組織内照射での再発匪検証への応用

を全国規模で施行するため､他施設共同臨床試験のプロトコールを本年２月光威し、４施設(埼

玉医科大学、川崎医科大学、大阪医療センター、会津中央病院)の参加を得て実施中である。
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研究分野：医歯薬学

科研費の分科・内科系臨床医学・放射線科学

キーワード：放射線治療学

１．研究開始当初の背景

組織内照射におけるln vivo腺量実測による

照射精度の研究。

組織内照射は、各種の放射線治療の中でも最

も腺量集中性の高い照射方法であり、近年、

前立腺癌をはじめとする多くの疾患に臨床応

用されている。臨床効果の高さから注目を集

める一方で、科学的な精度検証はほとんどな

されていない。急峻な線量勾配に対する検証

手段が確立されていないことがその要因であ

る。我が国は無論、世界的にも、科学的精度

の検証なきまま臨床応用が進んでいる状況に



ある。このような現状から、米国医学物理士

学会からの勧告では、組織内照射には士15%

以上のずれが許容されている。しかし一方で、

近年の治療計両装置は演算能力が進歩し、組

織内照射の特徴である急峻な鐘量勾配を極限

まで利用し、腰痛を高鐘量で囲みながら、正

常臓器は耐容鐘量以下に抑えるという、一見

理想的な治療計画をモニター中に作成できる。

しかし実際の照射精度が検証されないまま、

治療計両のみが進歩する状況は、危険でもあ

る。現在の治療計画装置では、急峻な鐘堂勾

配を､画像上の腫瘍ぎりぎりに設定するため、

数mmの誤差が生じるだけで、15%どころか病巣

が不十分な照射となったり、正常組織に大き

なダメージが及ぶ可能性が生じている。われ

われ痛研究会物理部と痛研有明病院放射鐘治

療科の放射鐘腰痛医､放射鐘物理土チームは、

この矛盾した状況を憂慮し、組織内照射の精

度検証手段を構築し、精度を検証し、科学的

な精度向上に寄与することを目的とし科学

研究費助成金に応募する。最終的には当チー

ムの開発した治療計画ソフトに、今回判明す

る精度誤差をパラメータとして導入レ予想

誤差範囲を含んだ鐘量を表示する世界初の治

療計両装置を完成させる。

２．研究の目的

組織内照射の精度検証手段を構築し、科学的

な精度向上に寄与することを研究目的とす

る。今回判明する精度誤差をパラメータとし

て導入し、予想誤差範囲を含んだ鐘量を表示

する治療計画装置を完成させる。

３．研究の方法

現在最も再現性の高いガラス鐘量計Dose

AceGD301を６０個購入し､東京医科歯科大学
放射鐘治療部と共同でCo-60を用いて基準照

射を行った。再現性が十一３％以内の鐘量計

を選択した。
現在最も微小な鐘堂計であるミニチュアTLD

鐘堂計をポーランドのクラコフ放射能研究

所から購入し、東京医科歯科大学放射鐘治療

部と共同で基準照射を行った。再現性が十一

３‰以内の線量計を選択した。

モンテカルロ鐘量計算ソフトを用いて、

lr-192を再現レ線量分布を作成し、ガラス

線量託、ミニチュア几D線遺託での実測値と

を比較する。

骨盤部組織内照射66名　1004点において、

ガラス線遺託を使った実測を行い、市販計画

装置の予恐縮量と比較し、計両装置の問題点

を検討した。

４．研究成果

骨盤郎組織内照射66人1004か所のガラス線

量託による測定の結果、計算装置の計算値に

対して98%+-23%であり、直腸壁では99%+-20%、

尿道では96%+-26%､ターゲットでは91%+-8%、

外陰皮膚では125%+-3詐という結果を得た。

これらから、直腸､尿道というリスク臓器は、

ターゲットやアプリケータと独立した動き

が原因で約20%のばらつきが生じることを明

らかにした。ターゲットの計算線量はばらつ

きが8%と少ないものの、-㈲というずれは市

販計画装置に不均質補正が組み込まれてい

ないことが原因であることを明らかにした。

これらは国際詰、国際学会で発表した。

欧米の動向からは、今後骨盤部のみでなく、

乳がんの組織内照射が国内でも一般化する

と予想される。乳がんでの再現性を明らかに

すべく、他施設共同臨床試験プロトコールを

作成し、平成２エ年３月より他施設試験を全

国４施設で開始した。ここでも同様の手法で

再現性を明らかにすることとしている。
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